
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

● 「成功」の反対は「失敗」？ ● 

２学期がスタートしました。例年、夏休みは、部活動などのさまざまな

大会やコンクール、合宿が行われ、じっくり練習に向き合える充実した

期間となりますが、今年の夏はコロナの影響から、長い間、全市一斉に

部活動が休止となりました。その分、物足りなさを感じる休みになった

人もいると思います。部活動やクラブ活動に取り組んでいる人は、体育

系文科系問わず、焦らず一歩一歩ペースをつかんでほしいと思いま

す。 

    一方、その他の学校生活に目を向けると、新しい役割（係）についた

り、班をつくったりして、今から始まる体育大会や学年行事、授業など、

様々な学習に取り組んでいくことになります。慣れない係になったり、

新しいメンバーと出会ったりすることから、「めんどうだな」と感じること

もあるでしょうが、その「面倒と感じる体験・経験」こそが、あなたを成

長させます。新たなことに挑戦することに意味があるのです。 

誰もが成功することを目指して取り組みますが、慣れないことに失敗することも多いでしょう。しかし、失敗す

るからこそ、成功へたどり着く道・方法が見えてきます。「失敗は成功のもと」という言葉があるように、「成功」

の反対は「失敗」ではなく、「何もしないこと」なのです。だから、皆さんには、面倒な事を避けて「しない、やらな

い」道を選ぶのではなく、「失敗してもいいからやってみよう」とする挑戦する勇気、強い気持ちをもってほしいと

思います。 

そこで、一つ約束をしてください。周りの誰かが新しいことに挑戦しようとする姿があったら、「無理」「○○ら

しくない」「キャラが違う」などと声をかけないこと。努力して失敗する姿があっても、「おしい！」「ドンマイ」「きっ

と次は大丈夫」と支える言葉をかけてください。つまり、クラスの一人一人が優しい心をもつと、そのクラスは皆

がどんどん新しいことに挑戦できる、前向きな空気に包まれた活気のあるクラスになります。そんな班、クラス、

学年、学校に熊西中学校をつくっていきましょう。「誰かがする」のではなく、あなたの力が必要です。 
 

● 絆と感動 ● 

このタイミングで、私が１学期の始業式で皆さんへ伝えたメッセージを、あえてもう一度伝えたいと思います。

皆さんに期待する熊中生の姿です。 

本年度の目標は、 絆と感動  です。「つながれない」 という考えから、「違うつながり方を生み出そう！ 編

み出そう！ 」 という考え方に。 「感動できない」 という考えから、「他の感動の仕方・させ方がきっとあるはず！ 

どうやったら感動できるか生み出すのがミッションだ！ 」 と考えていきましょう。 

「行事に燃え、後輩を導く、たくましい先輩」「思いやりのある、後輩が憧れる先輩」を目指す！ 

ハードルが高いと感じるかもしれませんが大丈夫。このような先輩になるために、２・３年生は、「今よりちょっ

と一つ上」を目指してみよう。具体的には、以下の３つです。 

  ※１年生も先輩に負けず、取り組もう ！ 

挑戦する勇気 強い気持ちと優しい心 
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① 「当たり前のこと」を毎日積み重ねていく 

凡事徹底。当たり前のことを、こつこつ積み重ねると、やがて「特別」になります。天才と呼ばれる人は、雲

の上の人ではなく、当たり前を続けた人です。だから、日頃が大事。人には必ず、ここぞという勝負の時がやっ

てきます。そんな勝負の時のために、いつも今、この瞬間を大切にしよう。「こつこつ」が「勝つコツ」です。   
 

② 「こつこつ」の具体的な目標を持つ    授業では   家庭学習では   学級では   部活動では  ・・・ 

勉強、部活動、友だちとの関係など、それぞれ少し一つ上を目指す具体的な目標を設定しよう。 

「行事に燃え、後輩を導く」・・・リーダーシップを出すことに挑戦出来る人はやってみる、人を引っ張るのが苦

手だという人は自分だけでも懸命に取り組む、仲間を応援する、仲間を励ます、協力して取り組む・・・それ

を行えば大丈夫。きっと、後輩は、そんなあなたの背中を見ています。 

「思いやりのある」・・・日頃の学校生活の中には、あなたの思いやりを発揮する場面が盛りだくさん。学級の

ごみをひろう、友だちの係を手伝う、元気のない友だちに話しかけてみる、朝、教室に入るときに明るく「お

はよう」と言ってみる、など、人から良く見られるためではなく、自然とできれば、あなたはすでに皆から信

頼される存在・憧れの存在になっています。まわりの人はきちんとあなたの思いやりを感じています。 
 

③ 行動を考動へ    指示されなくても動く考動力をつける 

そのために、「今、どのように動けばベストか」と今の状況をいろいろな角度からみて、動くことを目指そう。 

「指示待ち行動」から自分で考え動く「考動」へ。そのために感度の良いアンテナをもつことも大切です。 
 

君たちの素晴らしい力を信じています。きっと良い変化が生まれます。皆さんと先生たちが、心を一つにして

新たな「絆と感動」を求めて、挑戦していきましょう ！ 
 

● 気付いていますか？ ● 

表面に載せているひまわりの花は、５組の皆さんが毎日水やりをしたり、雑草を抜いたりしながら育てていま

す。土づくりも大変です。武道場の裏手の空間がひまわり畑に変身しました。朝、道行く人からも「今年はここが

きれいになりましたねえ」と声をかけていただきました。また、今はちょうど植え替えの時期で少なくなりましたが、

校内のたくさんのプランターの花々も、猛烈な暑さの中、前田先生や森先生がいつも手入れをしてくれています。

コロナで大変な中、花を飾って、生徒の皆さんの気持ちを少しでも和ませたいとの願いから生まれました。何気

ない、当たり前な風景の中にも、さまざまな人の思いやりや願いが込められていることに気付いてくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・８月２６日（金）２学期始業式  ・８月２９日（月）課題テスト  ・９月１日（木）代議専門委員会 

・９月２日（金）全市一斉非行防止夜間パトロール  ・９月９日（金）３年生英語村体験学習 

・９月１４日（水）午後 ２年生農村民泊体験学習説明会  ・９月１６日（金）２０日（火）放課後教室 

・９月２１日（水）２２日（木）中間考査  ・９月２２日（木）避難訓練 

・９月２６日（月）体育大会練習開始  ・９月３０日（金）放課後 英語検定試験 

・１０月７日（金）体育大会（午前）給食後、午後片付け（密を避けるため参観は３年生保護者のみを予定） 

・１０月１４日（金）生徒会役員改選選挙 ・１０月１８日（火）～２０日（木）２年生農村民泊体験学習 

・１１月初旬頃 文化祭（日程・内容を検討中です） 

今後の予定 


